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子どもの発達や育ちに合わせた環境構成、玩具の

配置、職員の見守りと援助の姿勢について日常の

保育の中で振り返り、学びを深めていきたい。

乳幼児期においては保育所保育指針の第一章１の

（１）イ保育の役割に関する項に「子どもの状況や発

達過程を踏まえ、保育所における環境を通して、養

護及び教育を一体的に行うこと」と示されているよ

うに０歳〜５歳を対象に幼児の自発性、安全性、

生き生きと活動できる場、人と関わる力を育むこと

を目的とした人的環境・保育環境づくりを行ってい

る。

今回は、今現在の保育環境は５領域「環境」の観点

である「人、物、場などの環境が相互に関連し合い、

子どもの生活が豊かなものとなる」に寄与している

かについて検討し、物的環境・人的環境の二つの側

面から考察し、再構成していくプロセスをまとめてい

きたい。
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1.保育環境構成の再構成

1）対象：0歳〜5歳児クラス　２）実施時期：9月　３）頻度：年１回

４）保育者：玩具インストラクター資格保有者1名、保育士の４名

※環境構成の頻度について。普段から子どもの発達に合わせて玩具の入れ替えや、テーブルの移動等少し

の環境変更は行っている。今回、玩具インストラクターの保育士と話し合いを行い、子どもの発達に合わせた

玩具の購入を行った。それに伴い全クラスで環境も大幅に変えた為、頻度は１回とカウントしている。

※乳児では、玩具の特性を考えどのコーナーをどこに置き、玩具の配置方法を検討、生活導線をより明確に子

どもたちに分かりやすくするように構成を考えた。机上や床のみではなく、棚の側面等も使用し空間を使うよう

にしている。走らないような棚、環境植物を配置して、自然と走らないような構成も考えた。

※幼児では、子どもたちの好きなコーナーの充実や、動線、玩具の特性を考えて構成している。玩具の特性で

は、例えば、積み木は揺れに弱く壊れやすい為、あまり動線上に配置しないように奥のコーナーに設置する等、

玩具の様子に合わせてコーナー保育の配置を行った。また、壁に面して玩具の配置や、テーブルの配置の仕

方を考え、遊びが集中して行える環境や、感染対策も考えている。
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２．人的環境の再構成研修

１）対象：園長1名、主任保育士1名、正規保育士15名、非正規保育士8名、看護師1名の合計26名

２）実施時期：10月  

３）子どもの姿、保育者の姿、環境の観点から気づいたことを付箋に記載し集約する。

観察項目：①自発性②安全性③生き生きと活動できる場④人と関わる力

※評価を行う者は環境の構成に直接関わらない者も含んでいる。観察項目は日常の様子から観察・評価をさ

せている。

４）回答方法：4件法（とても良い4点、良い3点、ふつう2点、がんばろう１点）と自由記述を併用して回答させ

る。

５）集計・分析方法：4件法合計得点の平均値を求め、環境構成実施前後の観察項目の変化を比較する。
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表１は、調査前（9月）と調査後（10月）の各調査項目の平均値を算出して示したものである。
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環境変更前の9月の全体平均1.8に対して、環境変更後の10月では2.5に上昇した。また評価項目ごとに見

ても、全ての項目において向上が見られた。今回の取り組みは、保育所保育指針に示された保育の環境の留

意点に沿った効果を得ることができたと言える。

1. 自発的に活動できる環境

環境変更前では、遊びを探せていない子どもに対して

保育者が遊びを促がす姿が多く見られた。環境変更

後は、子どもが玩具を手に取って自発的に遊ぶ姿が見

られた。玩具が増え遊びに集中しやすくなったこと。コ

ーナー毎に玩具の種類がわかれているので、子どもた

ち自身で今日は何して遊ぶかを考え易くなったと思わ

れる。遊びを自由に選択しやすくすることが「自発的に

活動できる環境」に繋るのだと窺える。

２.安全の確保ができる環境

環境変更前では、子どもの発達に合っていない玩具が

あったため、子どもが遊びに集中できず物の取り合い

や、走る姿が見られた。環境変更後は、玩具を再検討

したことから、子どもが遊びに集中し、落ち着いている

姿が見られるようになった。発達に見合った玩具の提

供から、子どもの遊びに対する欲求を満たすことが情

緒の安定を促し「安全の確保ができる環境」に繋るの

だと窺える。
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３.生き生きと活動できる環境

環境変更前では、遊びに飽きている子がいた。集

中するのが難しい様子が見られた。また生活動線

が整っていないため戸惑う姿が見られた。環境変

更後は遊びを応用、発展、工夫し、バリエーション

を増やせるよう積木やLAQなどで作った遊びの

見本となる写真を掲示し、生活面においても、着

替えや食事に入る生活動線が写真やイラストを

掲示することでよりわかりやすくなり子どもが戸惑

わず過ごせている。子どもの子どもが遊びを発展

させ応用し工夫しようと思える環境設定と、見通

しの持てる生活動線を整えることにより、子どもが

「生き生きと活動できる環境」に繋がったと窺え

る。

４.人と関わる力を育む環境 

環境変更前では、乳児クラスで子どもに対して選

べる玩具が少ないため取り合いになっている姿が

見られた。遊びを見つけられず戦いごっこや走り

回って遊ぶ子が見られた。環境変更後は子ども

同士で「貸して」「遊ぼう」という言葉が増えたと

思った。保育者に対しては「もう一回」「これ読ん

で」など繰り返し楽しむ姿が見られた。子ども一人

ひとりが遊びに集中し、満足できるまで遊び込め

る環境の下では交代や譲り合いが成立しやすく

なるのだと窺える。子どもが「人と関わる力を育む

環境」に繋がったと窺える。
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「自発的に活動できる環境」「生き生きと活動できる環境」

環境改善前は、子どもたちの成長に伴い発達にあまり合っていない玩具や、コーナーや玩具の数が少なかっ

た為、自分で遊びを見付けることが難しい様子が見られていた。また、棚やテーブル等の配置の関係で走り回

ってしまっていたり、生活動線がしっかりしていない為子どもたちが迷ってしまったりする姿が多く見られてい

た。改善後は、子どもたちの発達に合った玩具を取り入れたことや、玩具の数を増やしたこと、好きなコーナー

を広げたことや、棚等の配置を変えたことで、自分で遊びを見付けて集中して遊ぶ姿や、生活の流れで迷う様

子があまり見られなくなった為、自発的に活動できる環境、生き生きと活動できる環境に繋がった。

「安全の確保ができる環境」

集中して遊ぶ様子が増えたこと、棚の配置の移動や、環境植物を配置したことにより、走り回る様子が少なく

なった為、安全の確保ができる環境に繋がった。

「人と関わる力を育む環境」

遊びの充実から、ごっこ遊びや、見立て遊び等をする子が増えた。その中で他児や保育士等との関わりが増え

た為トラブルも増えたが、人との関わり方を知る為にはよいことと考え、保育士等が気持ちの代弁や他児への

伝え方等を援助することで力をつけられるようになってきているように見られている。そのことから、人と関わる

力を育む環境に繋がった。

以上のことから、玩具の入れ替え、各々のコーナー保育の充実等行い、環境構成をすることで「人、物、場など

の環境が相互に関連し合い、子どもの生活が豊かなものとなる」ことが保障され、環境を変えたことは有効だ

った。
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